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平成20年度　町民一人当たり 
負担いただいたお金は総額　174,532円 

平成21年3月31日現在の住基人口17,286人で計算しています。 
（一般会計の決算額に基づいております。なお、（　）内の数値は、平成19年度の数値です。） 

平成20年度　町民一人当たりに 
使われたお金は総額　324,018円 
平成21年3月31日現在の住基人口17,286人で計算しています。 

（一般会計の決算額に基づいております。なお、（　）内の数値は、平成19年度の数値です。） 

議会費 

4,460円 
（4,502円） 

総務費 

59,227円 
（43,000円） 

民生費 

93,224円 
（90,746円） 

衛生費 

23,432円 
（27,398円） 

労働費 

874円 
（870円） 

農林水産業費 

2,860円 
（3,113円） 

商工費 

5,457円 
（5,742円） 

土木費 

54,059円 
（50,924円） 

消防費 

9,217円 
（11,808円） 

教育費 

45,467円 
（42,925円） 

公債費 

25,527円 
（26,498円） 

諸支出金 

216円 
（215円） 

（171,906円） 

（307,740円） 

基金・地方債残高の推移（一般会計） （単位：千円） 

区　分 平成16年度末残高 

基金の状況  

地方債の状況 

1,472,545 

4,003,237

平成17年度末残高 

1,533,600 

4,251,090

平成18年度末残高 

1,659,977 

4,162,054

平成19年度末残高 

1,621,264 

4,039,012

平成20年度末残高 

1,772,769 

4,009,454

平成20年度、本町の一般会計決算は、歳入60億4,500万円、歳出

56億100万円で、前年度に比べ歳入では3億7,900万円、歳出でも2億

9,600万円の増額となりました。

歳入、歳出とも増額となった主な理由は、新たに「まちづくり

基金」を設け、積立てたことや、まちづくり交付金事業の事業量が

増加したことに伴うものです。
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町税 
3,017 
49.9%

地方譲与税 
62 
1.0%

各種 
交付金等 
290 
4.8%

使用料等 
310 
5.1%

地方交付税 
478 
7.9%

国県支出金 
712 
11.8%

繰入金 
240 
4.0%

諸収入等 
615 
10.2%

町債 
321 
5.3%

20年度決算　歳入 
60億4,500万円 

グラフ① 

（単位：百万円） 

人件費 
1,093 
19.5%

扶助費 
816 
14.6%

公債費 
441 
7.9%

（単位：百万円） 

物件費 
834 
14.9%

補助費等 
521 
9.3%

繰出金 
716 
12.8%

普通建設費 
634 
11.3%

維持 
補修費等 
546 
9.7%

20年度決算　歳出 
56億100万円 

グラフ② 

維持補修費・積立金・ 
投資及び出資金・貸付金 

歳
入
の
内
、
町
税
（
住
民

税
・
固
定
資
産
税
等
）
が
全
体

の
四
九
・
九
％
を
占
め
、
三
十

た
が
、
反
面
近
年
の
地
価
の
下

落
に
伴
う
固
定
資
産
税
や
た
ば

こ
離
れ
が
進
む
た
ば
こ
税
が
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
の
事
業
量
の
増
加

に
伴
い
ま
す
国
庫
支
出
金
や
町

債
、
ま
た
、
地
方
交
付
税
が
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

（
性
質
別
）

歳
出
を
、
性
質
別
で
見
ま
す

と
、
人
件
費
が
前
年
度
と
比
較

し
て
六
千
三
百
万
円
減
の
、
十

億
九
千
三
百
万
円
で
全
体
の
一

九
・
五
％
を
占
め
て
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
物
件
費
で
八
億
三
千
四

百
万
円
、
十
四
・
九
％
、
次
い

で
扶
助
費
八
億
千
六
百
万
円
、

十
四
・
六
％
、
繰
出
金
七
億
千

六
百
万
円
、
十
二
・
八
％
、
普

通
建
設
費
六
億
三
千
四
百
万

円
、
十
一
・
三
％
な
ど
の
順
番

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
増
加
の
主
な
要
因

は
、
最
初
に
触
れ
ま
し
た
、
新

た
に
「
ま
ち
づ
く
り
基
金
」
を

設
け
、
積
立
て
た
こ
と
や
、
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
事
業

量
が
増
加
し
た
こ
と
に
伴
う
も

の
で
す
。

主
な
事
業
の
決
算
額
は
、
別

表
①
の
と
お
り
で
す
。
特
別
会

計
及
び
水
道
事
業
会
計
に
つ
い

て
は
、別
表
②
の
と
お
り
で
す
。

（
４
ペ
ー
ジ
）

億
千
七
百
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
対
前
年
度
三
千
百
万
円
の

増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

内
訳
と
し
ま
し
て
は
、
住
民

税
が
四
千
百
万
円
の
増
額
で
し

歳
　
入
（
グ
ラ
フ
①
）

歳
　
出
（
グ
ラ
フ
②
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）
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で
は
、
町
民
一
人
当
た
り
に

す
る
と
一
体
ど
れ
く
ら
い
の
金

額
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
平
成
十

九
年
度
と
比
較
し
て
目
的
別
に

記
載
い
た
し
ま
し
た
。（
２
ペ

ー
ジ
）

経
費
の
多
い
順
番
は
、
民
生

費
、
総
務
費
、
土
木
費
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
決
算
を
分
析
し
た
結

果
、
経
常
収
支
比
率
な
ど
の
各

種
財
政
指
標
の
改
善
が
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
今
後
と
も
財
政
の

健
全
化
、
持
続
で
き
る
財
政
を

一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
事

務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
徹
底

し
た
歳
出
の
抑
制
を
図
り
、

「
行
財
政
改
革
の
推
進
」「
安

心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
住
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
努
め
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
の
目
的
は
、
死
亡
者
や
重
症

者
の
発
生
を
で
き
る
限
り
減
ら

す
こ
と
と
そ
の
た
め
に
必
要
な

医
療
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。

確
保
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
の
量

が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
優
先

接
種
対
象
者
と
接
種
予
定
時
期

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
健
康
ひ
ろ
ば
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
費
用

一
回
目
接
種

…
…
…
三
、
六
〇
〇
円

二
回
目
接
種

…
…
…
二
、
五
五
〇
円

★
た
だ
し
、
一
回
目
と
異
な
る

医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合

は
二
回
目
の
接
種
も
三
、
六

〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。

※
生
活
保
護
世
帯
と
町
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
に
つ
い
て

は
、
自
己
負
担
軽
減
措
置

（
無
料
接
種
券
発
行
）
を
し

て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、
必
ず
、

接
種
の
予
約
を
し
た
後
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。〔
優
先
接
種

対
象
者
に
限
る
〕

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー

@
49
―
８
０
０
８

社
会
保
険
庁
で
は
国
民
年
金

保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る

方
に
対
す
る
納
付
督
励
業
務
の

民
間
委
託
（
市
場
化
テ
ス
ト
）

を
平
成
十
九
年
十
月
よ
り
全
国

各
地
の
社
会
保
険
事
務
所
で
順

次
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
香

川
県
に
お
い
て
も
平
成
二
十
一

年
十
月
か
ら
県
内
す
べ
て
の
社

会
保
険
事
務
所
で
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
。

市
場
化
テ
ス
ト
事
業
は
、

「
競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法

律
」（
平
成
十
八
年
法
律
第
五

十
一
号
）
に
基
づ
き
、
従
来
、

社
会
保
険
庁
が
行
っ
て
き
た
事

業
に
民
間
事
業
者
へ
の
参
入
機

会
を
拡
げ
、
民
間
事
業
者
の
創

意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

て
、
低
コ
ス
ト
で
よ
り
良
い
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
的
と
し
て

導
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

民
間
事
業
者
に
提
供
す
る
個

人
情
報
は
、
納
付
督
励
を
行
う

う
え
で
必
要
と
な
る
国
民
年
金

保
険
料
の
未
納
情
報
に
限
定
し

て
お
り
、
さ
ら
に
取
扱
事
業
者

に
対
し
て
は
「
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
」
等
で
、
目

的
外
使
用
や
閲
覧
、
漏
洩
、
複

特別会計名 歳入決算額 歳出決算額 

特別会計 
別表② 

国民健康保険特別会計 

老人保健特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

介護保険特別会計 

坂下墓地整備事業特別会計 

下水道事業特別会計 

1,353 

124 

128 

831 

81 

977

1,441 

158 

135 

859 

81 

1,009

（単位：百万円） 

項　　　目 収入決算額 支出決算額 

水道事業会計予算 

収益的収入及び支出 344369

（単位：百万円） 

事　　業　　名 事業費 

主要事業の決算額 
別表① 

まちづくり交付金事業 

宇多津中学校旧体育館耐震補強及び修繕工事 

町道新開坂下西線他2線改良工事 

まちづくり拠点施設改修工事 

町道新開坂下西線工事に伴う用地買収費 

まちづくり基金積立金 

233,168 

52,997 

22,905 

21,306 

16,328 

150,903

（単位：千円） 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
が
十
一
月

十
六
日
か
ら
順
次
始
ま

り
ま
し
た

平
成
二
十
一
年
十
月
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
に
係
る

収
納
業
務
の
一
部
が
民
間

委
託
さ
れ
て
い
ま
す

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）



写
等
を
禁
じ
る
な
ど
厳
格
な
安

全
管
理
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

民
間
事
業
者
の
担
当
者
が
保

険
料
を
収
納
す
る
場
合
に
は
、

お
客
様
が
保
険
料
の
納
付
書
を

お
持
ち
の
場
合
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
民
間
事
業
者
が

指
定
し
た
口
座
に
保
険
料
振
込

み
を
依
頼
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

高
松
西
社
会
保
険
事
務
所

国
民
年
金
課

@
０
８
７
―
８
２
２
―
２
８
４
１

こ
の
事
業
は
、
住
民
の
方
自

ら
が
行
う
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
活
動
を
始
め
た
り
、
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
時
に
必
要
な

資
金
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
利
用
す

る
目
的
で
行
う
空
家
の
改
修
や

遍
路
道
に
面
し
た
建
築
物
等
の

外
観
の
改
修
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

の
為
の
機
材
の
購
入
な
ど
ハ
ー

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ

い
。

▼
事
業
期
間

平
成
二
十
二
年
度

▼
応
募
期
間

平
成
二
十
二
年
一
月
十
一
日

∑
か
ら
二
十
九
日
ª
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
政
策
調
整
室

@
49
―
８
６
０
０

宇
多
津
町
に
一
年
以
上
住
所

を
有
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は

遺
児
年
金
（
一
万
一
千
円
）
・

難
病
者
年
金
（
一
万
五
千
円
）

の
受
給
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

①
遺
児
年
金

扶
養
を
受
け
て
い
た
父
ま
た

は
母
が
死
亡
ま
た
は
生
死
不

明
で
あ
る
義
務
教
育
（
中
学

校
）
終
了
前
の
児
童

②
難
病
者
年
金

特
定
疾
患
に
つ
い
て
香
川
県

知
事
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

▼
受
付
期
間

十
二
月
十
一
日
ª
ま
で

▼
持
参
物

①
印
鑑

②
難
病
者
年
金
対
象
者
は
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証

③
預
金
通
帳

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）

▼
支
給
予
定
日

十
二
月
二
十
五
日
ª

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
福
祉
課

@
49
―
８
０
０
３

十
二
月
と
も
な
る

と
、
ク
リ
ス
マ
ス
や

お
正
月
に
、
子
ど
も

た
ち
の
わ
く
わ
く
感
が
高
ま
り
ま

す
。
大
き
な
袋
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

持
っ
て
来
て
く
れ
る
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
は
絵
に
し
易
い
で
す
ね
。
そ

れ
に
比
べ
て
お
正
月
様
の
大
き
い

袋
の
中
身
は
、「
五
穀
豊
穣
」「
家

内
安
全
」
な
ど
、
目
に
見
え
な
い

の
で
描
き
に
く
い
で
す
ね
。
お
正

月
様
も
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
実
在

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
ウ
ソ
話
を
子
ど
も
に
し
て
い

い
だ
ろ
う
か
と
悩
ん
で
い
る
方
も

あ
る
よ
う
で
す
。
あ
る
心
理
学
者

の
意
見
は
、
ウ
ソ
話
を
ど
ん
ど
ん

し
て
、
子
ど
も
の
心
の
中
に
、
ウ

ソ
話
を
受
け
入
れ
る
場
所
を
つ
く

る
と
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
や
お
正

月
様
、
山
姥
や
魔
女
、
河
童
や
天

狗
な
ど
を
受
け
入
れ
て
い
た
場
所

は
、
大
き
く
な
っ
て
、
目
に
見
え

な
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
場
所
に

な
り
、「
優
し
さ
」「
悲
し
さ
」

「
感
謝
」「
忍
耐
」「
畏
敬
」
な
ど
、

人
と
し
て
正
し
い
も
の
が
入
っ
て

く
る
場
所
に
な
る
と
い
い
ま
す
。

生
き
て
い
く
上
で
は
「
見
え
る

も
の
」
よ
り
「
見
え
な
い
も
の
」

を
大
事
に
し
た
い
で
す
ね
。
そ
し

て
、
お
正
月
と
い
う
日
を
、
暦
の

通
過
点
に
し
な
い
で
、
家
族
み
ん

な
で
大
掃
除
を
す
る
と
か
、
家
族

み
ん
な
で
何
か
お
正
月
料
理
を
作

る
と
か
、
家
族
み
ん
な
で
カ
ル
タ

や
ス
ゴ
ロ
ク
を
す
る
と
か
し
て
、

「
買
っ
た
り
」「
出
か
け
た
り
」
と
、

お
金
を
使
っ
て
過
ご
す
こ
と
よ
り

「
み
ん
な
で
何
か
す
る
」
と
い
う

こ
と
を
大
事
に
し
て
み
る
と
、
見

え
な
い
け
れ
ど
、
心
は
清
清
し
く

晴
れ
や
か
な
気
持
で
満
た
さ
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ド
か
ら
ソ
フ
ト
ま
で
幅
広
く
利

用
で
き
ま
す
。

制
度
の
詳
細
な
内
容
、
申
請

書
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

5

今
月
の
納
期
限

十
二
月
二
十
五
日（
金
）…
…
…
…
●
住
民
税
﹇
第
四
期
﹈

●
国
民
健
康
保
険
税
﹇
第
六
期
﹈

●
介
護
保
険
料
﹇
第
六
期
（
十
二
月
分
）﹈

平
成
二
十
二
年
一
月
四
日（
月
）…
●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
﹇
第
六
期
（
十
二
月
分
）﹈

宇
多
津
町
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
の
募
集
に
つ

い
て

遺
児
・
難
病
者
年
金

に
つ
い
て

助成の概要 

始めの一歩 
コース 

まちづくり一歩前へ 
コース 

助成金額 

助　成　率 

審査方法 

上限4万円 

書類審査 

4 
5

上限40万円 

公開審査 

4 
5

まちづくり大きな一歩 
コース 

上限1,000万円 

公開審査 

4 
5

まちづくりファサード改修 
コース 

上限200万円 

公開審査 

2 
3

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト



十
二
月
四
〜
十
日
は
「
人
権
週

間
」
で
す
。

一
九
四
八
年
十
二
月
十
日
に
国

際
連
合
（
国
連
）
が
「
世
界
人
権

宣
言
」
を
採
択
し
た
こ
と
を
記
念

し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。「
宣

言
」
は
す
べ
て
の
国
々
が
め
ざ
す

べ
き
人
権
の
基
準
を
ま
と
め
た
も

の
で
強
制
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

国
際
条
約
や
各
国
で
憲
法
や
法
律

を
作
る
と
き
に
参
考
に
さ
れ
ま

す
。
日
本
で
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
な
ど
が
作
ら
れ
た
の
も
そ
の
影

響
で
す
。「
宣
言
」
は
し
あ
わ
せ

作
り
の
参
考
書
と
も
い
え
ま
す
。

人
権
週
間
に
は
世
界
各
国
で
講

演
会
や
啓
発
活
動
な
ど
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機

会
に
あ
な
た
も
人
権
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
二
七
・
七
％
）
な
ど
で
す
。

人
権
侵
害
を
受
け
た
場
合
の
対

応
は
「
何
も
せ
ず
、
我
慢
し
た
」

（
五
三
・
一
％
）
が
最
も
多
く
、

行
政
機
関
な
ど
に
相
談
し
た
割
合

は
六
・
五
％
程
度
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
人
権
侵
害
と
思
わ
れ
る

言
動
を
見
聞
き
し
た
時
の
対
応

は
、「
何
も
せ
ず
に
黙
っ
て
い
る
」

（
一
九
・
四
％
）
と
「
相
手
の
話

に
合
わ
せ
る
」（
五
・
〇
％
）
を

合
わ
せ
て
二
四
・
九
％
で
す
。
他

方
、「
差
別
は
間
違
い
で
あ
る
と

指
摘
す
る
」
は
二
九
・
六
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
家
族

や
親
し
い
友
達
な
ど
の
場
合
は
指

摘
す
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。同

和
問
題
に
つ
い
て
は
「
知
っ

て
い
る
」
が
九
四
・
一
％
で
す
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方

法
は
「
人
権
全
般
に
わ
た
っ
て
意

識
を
高
め
る
」（
六
〇
・
〇
％
）

が
最
も
多
く
、
続
い
て
「
家
庭
で

子
供
に
差
別
し
な
い
よ
う
に
教
え

る
」（
四
〇
・
八
％
）、「
え
せ
同

和
行
為
を
排
除
す
る
」（
二
九
・

九
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

え
せ
同
和
行
為
と
は
、
同
和
問
題

を
口
実
に
威
圧
し
た
り
し
て
同
和

問
題
へ
の
誤
解
と
差
別
意
識
を
助

長
す
る
行
為
で
す
か
ら
、
毅
然
と

し
て
排
除
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。と

こ
ろ
で
、
人
権
啓
発
の
講
演

会
や
研
修
会
な
ど
に
参
加
し
て

「
人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
自

分
も
何
か
し
た
い
と
思
っ
た
」
は

九
・
九
％
で
し
た
。
反
対
に
、

「
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
も
人

権
侵
害
は
な
く
な
ら
な
い
と
思
っ

た
」（
二
六
・
四
％
）
お
よ
び

「
理
解
で
き
た
が
、
自
分
に
は
関

係
の
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
」

（
九
・
三
％
）
を
合
計
す
る
と
三

五
・
七
％
が
逆
効
果
に
な
っ
て
い

ま
す
。
分
か
り
や
す
く
説
得
力
の

あ
る
啓
発
活
動
に
改
革
し
て
、
効

果
が
上
が
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

急
が
れ
ま
す
。

人
生
は
一
度
だ
け
で
す
か
ら
、

だ
れ
も
が
し
あ
わ
せ
な
人
生
を
送

れ
る
よ
う
に
様
々
な
権
利
や
自
由

が
憲
法
な
ど
で
保
障
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
基
本
的
人
権
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
人
権
尊
重
と
は
か
け

が
え
の
な
い
人
生
を
大
切
に
扱
う

こ
と
と
い
え
ま
す
。

香
川
県
民
は
ど
ん
な
人
権
問
題

に
関
心
を
持
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。「
香
川
県
県
政
世
論
調
査
」

（
香
川
県
、
二
〇
〇
九
年
六
月
）

か
ら
見
て
み
ま
す
。

人
権
課
題
で
一
番
関
心
が
高
い

の
は
障
が
い
者
（
五
四
・
三
％
）、

高
齢
者
（
三
九
・
二
％
）、
北
朝

鮮
に
拉
致
さ
れ
た
被
害
者
（
三

五
・
八
％
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
人
権
侵
害（
三
五
・
六
％
）

な
ど
で
す
。

人
権
侵
害
の
経
験
で
は
一
番
多

い
の
は
「
あ
ら
ぬ
噂
、
悪
口
、
か

げ
口
」（
五
二
・
二
％
）、
続
い
て

「
な
か
ま
は
ず
れ
、
嫌
が
ら
せ
」

（
三
二
・
〇
％
）、「
名
誉
や
信
用

を
傷
つ
け
ら
れ
た
、侮
辱
さ
れ
た
」

6

黙
っ
て
我
慢
が
過
半
数

人
権
は
し
あ
わ
せ
づ
く
り

え
せ
同
和
行
為
に
は

毅
然
と
対
応

ミュージカル「オズの魔法使い」

ê入場料　無料

ê申込先 高松市番町4－1－10

香川県人権・同和政策課

それいけアンパンマンショー、ハートフルライブ、その他 （香川人権研究所）

12月12日º 午前10時～午後4時　サンポート高松
じんけんフェスタ2009

お知らせ



十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の

一
週
間
は
「
第
六
十
一
回
人
権
週

間
」
で
す
。

人
権
週
間
は
、
昭
和
二
十
三
年

十
二
月
十
日
国
連
総
会
に
お
い

て
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ

た
日
を
記
念
し
て
で
き
た
も
の
で

す
。「

人
権
」
と
い
う
の
は
、
人
間

ら
し
い
幸
せ
な
生
活
を
営
む
の
に

必
要
な
権
利
で
す
。
お
互
い
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
明
る
い
世
の
中

に
し
た
い
も
の
で
す
。

高
松
法
務
局
と
香
川
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
平
成
二
十

一
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標
を

「
み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世

紀
〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持

育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
〜
」

と
定
め
、
次
の
事
項
を
強
調
事
項

と
し
て
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

●
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

●
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

●
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

●
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

●
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

●
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

●
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

う
●
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

皆
さ
ん
の
中
で
、
家
庭
内
の
問

題
（
夫
婦
・
親
子
・
結
婚
・
離

婚
・
扶
養
・
相
続
等
）、
隣
近
所

と
の
も
め
ご
と
、
借
地
・
借
家
問

題
、
差
別
問
題
、
外
国
人
の
問
題

な
ど
、
様
々
な
心
配
ご
と
で
お
困

り
の
方
は
、
人
権
相
談
所
あ
る
い

は
地
元
の
人
権
擁
護
委
員
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。ま

た
、
い
じ
め
や
虐
待
等
、
子

ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相
談
・
情

報
は
、
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

（
@
０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１

０
　
高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部
）

ま
で
、
夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
、

職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

等
の
女
性
の
人
権
に
関
す
る
相

談
・
情
報
は
、
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
（
@
０
５
７
０
―
０
７

０
―
８
１
０
　
高
松
法
務
局
人
権

擁
護
部
）
ま
で
、
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

◆
習
慣
と
し
て

葬
儀
に
参
列
す
る
と
、
会
葬
御

礼
に
「
清
め
の
塩
」
が
入
っ
て
い

ま
す
。

帰
宅
す
る
と
塩
で
体
を
「
き
よ

め
（
け
が
れ
払
い
）」
ま
す
。
し

か
し
多
く
の
人
が
受
け
取
る
だ
け

に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
習
慣
と
し

て
無
意
識
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、

若
い
人
の
間
で
は
正
確
な
意
味
を

知
ら
な
い
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

◆
人
間
の
尊
厳

宗
教
に
よ
っ
て
考
え
方
に
違
い

が
あ
り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
仏
教

で
は
故
人
を
「
仏
様
」、
キ
リ
ス

ト
教
な
ど
で
は
「
神
様
」
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

葬
儀
は
人
生
最
後
の
儀
式
と
も

言
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
人
間
の
尊

厳
に
関
わ
る
最
も
神
聖
な
儀
式
で

す
。
そ
の
人
生
最
後
の
儀
式
を
取

り
扱
う
人
々
は
神
聖
な
儀
式
を
執

り
行
う
人
で
す
。
納
棺
師
を
描
い

た
映
画
『
お
く
り
び
と
』
が
感
動

を
呼
び
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞

し
た
の
も
そ
の
た
め
で
す
。

◆
穢
れ
で
は
な
い

「
差
別
に
つ
な
が
る
」
と
「
清

め
の
塩
」
を
や
め
た
葬
儀
社
が
あ

り
ま
す
。
綾
歌
郡
内
の
あ
る
葬
儀

社
は
こ
う
説
明
し
て
い
ま
す
。

「
清
め
塩
は
殆
ど
の
葬
儀
で
会

葬
礼
状
に
挿
入
さ
れ
、
な
か
ば
習

慣
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
仏
教

の
教
え
に
照
ら
し
、
こ
れ
を
廃
止

す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
…
葬

儀
は
…
厳
粛
な
儀
式
で
す
。
仏
教

で
は
決
し
て
死
を
穢
れ
と
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
死

を
穢
れ
た
も
の
と
し
て
お
清
め
す

る
清
め
塩
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し

た
次
第
で
す
」（

香
川
人
権
研
究
所
）

て
よ
う

●
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

●
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

●
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

●
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

●
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

●
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

●
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

7

連
載

く
ら
し
の
中
の
人
権
問
題
⑨

清
め
塩
を
考
え
る



各
界
に
尽
く
し
た
功
労
者
に
贈

ら
れ
る
、秋
の
叙
勲
の
受
章
者
が
、

十
一
月
三
日
付
け
で
政
府
か
ら
発

表
さ
れ
、
町
内
か
ら
は
次
の
方
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

ã
木
　
正
信
　
氏

元
宇
多
津
町
消
防
団
副
団
長

功
績
／
消
防
功
労

瑞
宝
双
光
章

柏
　
　
幸
雄
　
氏

現
　
保
護
司

功
績
／
更
正
保
護
功
労

今
回
の
受
章
を
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

宇
多
津
中
学
校
　
生
徒
の
皆
さ
ん

宇
多
津
北
小
学
校
　
親
子
の
皆
さ
ん

（
順
不
同
）

町
住
民
生
活
課

は
じ
め
に
、
う
ど
ん
の
生
地
を

足
で
踏
み
、
麺
棒
で
よ
く
の
ば
し

ま
す
。
生
地
を
の
ば
す
の
は
な
か

な
か
難
し
く
、
う
す
ー
く
、
う
す

ー
く
根
気
よ
く
の
ば
し
て
い
き
ま

し
た
。

次
に
、
包
丁
で
切
っ
て
大
き
な

鍋
で
茹
で
て
、「
は
い
、
で
き
上

が
り
。」
参
加
し
た
お
家
の
人
と

一
緒
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

で
き
た
て
の
う
ど
ん
は
、
と
び

き
り
お
い
し
か
っ
た
よ
う
で
「
お

か
わ
り
。」
の
声
も
た
く
さ
ん
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
中
村
吉
右
衛
門

さ
ん
か
ら
歌
舞
伎
に
登
場
す
る
生

き
物
や
音
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
夏
休
み
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
作
っ
た
小
道
具
を
使
っ
て
、

児
童
の
代
表
が
立
ち
回
り
の
発
表

も
し
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
長
唄
と
鳴
物
の

皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
を
聴
い
た

り
、
歌
舞
伎
の
舞
踊
を
見
た
り
し

ま
し
た
。

初
め
て
体
験
す
る
本
物
の
歌
舞

伎
に
、
児
童
は
も
と
よ
り
保
護
者

や
地
域
の
方
々
も
大
満
足
の
一
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
だ
や
か
な
晴
天
の
下
、
わ
か

く
さ
保
育
園
と
わ
か
く
さ
北
保
育

園
の
子
ど
も
達
が
年
に
一
度
の
お

楽
し
み
、
親
子
遠
足
に
出
か
け
ま

し
た
。

行
き
先
は
瀬
戸
大
橋
を
渡
っ
て

向
い
地
の
玉
野
の
h
お
も
ち
ゃ
王

国
f
。
子
ど
も
達
に
は
天
国
で
、

保
護
者
達
に
は
安
ら
ぎ
の
ひ
と
時

を
手
作
り
の
お
弁
当
に
舌
鼓
を
う

ち
な
が
ら
、
過
ご
し
ま
し
た
。

遊
具
も
乗
り
物
も
全
部
楽
し
く

て
、
全
員
遠
足
モ
ー
ド
全
開
！
　

帰
り
の
バ
ス
で
も
「
ま
た
来
た
い

ね
」「
ま
た
来
よ
う
ね
」
と
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
よ
。

ご
み
の
な
い
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
年
二
回
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
、
十
一
月
一
日
に
町
内

で
一
斉
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

自
治
会
連
合
会
・
婦
人
会
を
は
じ

め
、
大
勢
の
町
民
の
皆
様
に
ご
参

加
・
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た
、

町
内
事
業
所
、
団
体
の
皆
様
に
も

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面

を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。こ

の
た
び
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
事
業
所
・
団
体
は
次
の
と

お
り
で
す
。

㈱
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
瀬
戸
大
橋

様

宇

多

津

郵

便

局
　
様

四
国
化
成
工
業
㈱
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

様

宇

多

津

ビ

ブ

レ
　
様

㈲
萩
原
総
業
四
国
健
康
村
　
様

㈱

旭

食

品
　
様

グ
ラ
ン
ド
商
事
㈱
　
様

Ｙ

Ｋ

Ｋ

Ａ

Ｐ

㈱
　
様

㈱
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

様

㈱

ミ

リ

オ

ン
　
　
様

㈱
マ
ル
ナ
カ
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

様

宇
多
津
町
自
治
会
連
合
会
　
様

宇

多

津

町

婦

人

会
　
様

8

秋
の
叙
勲
受
章

ク
リ
ー
ン
作
戦
参
加
の
お
礼

う
ど
ん
作
り
を

体
験
し
ま
し
た

平
山
保
育
所

10/28

「
本
物
の
舞
台
芸
術

体
験
事
業
」
で
歌
舞

伎
を
体
験
し
ま
し
た

11/5

楽
し
か
っ
た
ね
！

お
も
ち
ゃ
王
国
！

わ
か
く
さ
保
育
園

11/7

¬松竹



芸
術
の
秋
を
迎
え
、
今
年
も
作

品
展
を
行
い
ま
し
た
。

年
少
児
は
「
南
の
島
」
を
テ
ー

マ
に
制
作
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
な

が
ら
海
の
生
き
物
を
作
り
ま
し
た
。

年
中
児
は
「
お
祭
り
」
を
テ
ー

マ
に
大
き
な
お
み
こ
し
を
獅
子
を

作
り
、
迫
力
あ
る
作
品
に
仕
上
が

り
ま
し
た
。

年
長
児
は
個
性
豊
か
な
個
人
の

作
品
と
、
友
達
と
ア
イ
デ
ィ
ア
出

し
合
い
協
力
し
あ
い
な
が
ら
共
同

作
品
を
作
り
ま
し
た
。

キ
ラ
キ
ラ
と
個
性
輝
く
子
ど
も

達
の
成
長
が
見
ら
れ
た
一
日
で
し

た
。

ろ
う
』
と
い
う
こ
と
で
晩
秋
の
古

都
京
都
を
訪
れ
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
真
言
宗
御
室
派
総

本
山
仁
和
寺
を
訪
ね
ま
し
た
。

「
御
室
」
と
は
皇
室
の
住
居
と
い

う
意
味
が
あ
り
、
皇
子
や
皇
孫
が

寺
の
門
跡
に
な
ら
れ
た
寺
院
と
い

う
こ
と
で
、
旧
御
室
御
所
庭
園
に

し
て
も
ど
こ
と
な
く
大
ら
か
で
気

品
漂
う
寺
院
で
し
た
。

二
日
目
は
、
浄
土
宗
総
本
山
知

恩
院
を
訪
ね
ま
し
た
。
ま
ず
目
を

引
い
た
の
が
高
さ
24
ｍ
幅
50
ｍ
の

三
門
、
そ
し
て
三
門
を
抜
け
石
段

を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
約
三
千

人
ほ
ど
が
入
れ
る
と
い
う
雄
大
な

御
影
堂
。
と
に
か
く
、
そ
の
大
き

さ
に
圧
倒
さ
れ
、
歴
史
上
の
権
力

者
た
ち
の
庇
護
を
う
け
信
仰
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。常

に
は
拝
観
で
き
な
い
寺
院
の

建
物
や
仏
像
を
拝
観
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
ま
た
、
各
寺
院
の
歴
史
や

宗
派
の
お
話
を
聞
き
、
そ
こ
か
ら

つ
な
が
る
宇
多
津
の
お
寺
の
こ
と

を
思
う
と
、
宇
多
津
の
お
寺
の
歴

史
の
深
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

次
年
度
も
、
ル
ー
ツ
を
探
る
探

訪
は
続
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

（
町
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
）

秋
季
全
国
火

災
予
防
運
動
が

十
一
月
九
日
か

ら
十
五
日
ま
で

展
開
さ
れ
ま
し

た
。町

消
防
団
で

は
火
災
予
防
運

動
期
間
中
に
町

内
の
火
災
予
防

啓
発
広
報
を
行

い
、
十
一
月
十

四
日
に
は
津
之
郷
前
池
に
お
い

て
、
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

消
火
訓
練
で
は
、
火
災
発
生
時
に

お
け
る
迅
速
な
消
火
体
制
の
確
立

と
、
よ
り
一
層
の
消
防
技
術
の
練

磨
に
励
み
ま
し
た
。

十
一
月
八
日
、
鍋
谷
自
治
会
館

前
で
『
宇
多
津
ど
す
こ
い
祭
り
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
本
相
撲
【
幼
児
の
部
】
優
勝
・

宮
武
真
登
、
準
優
勝
・
尾
ì
芽
生

【
低
学
年
の
部
】
優
勝
・
安
藤
優

心
、
準
優
勝
・
安
藤
陸
都
【
中
学

年
の
部
】
優
勝
・
藤
原
裕
季
、
準

優
勝
・
出
水
咲
弥【
高
学
年
の
部
】

優
勝
・
谷
村
駿
太
、
準
優
勝
・
津

谷
遼
平
【
敢
闘
賞
】
中
尾
崇
一
郎

【
技
能
賞
】
福
岡
宗
一
郎
【
殊
勲

賞
】
田
野
舞
花

●
力
自
慢
大
会
【
幼
児
の
部
】
優

勝
・
宮
武
真
登
、
準
優
勝
・
田
野

舞
花
【
低
学
年
の
部
】
優
勝
・
安

藤
陸
都
、
準
優
勝
・
安
藤
優
心

【
中
学
年
の
部
可
】
優
勝
・
出
水

咲
弥
、
準
優
勝
・
雉
尾
凌
子
【
高

学
年
の
部
】
優
勝
・
谷
村
駿
太
、

準
優
勝
・
小
笠
晃
汰
　（
敬
称
略
）

h
２
０
０
９
う
た
づ
秋
の
文
化
祭
f

が
十
一
月
七
日
〜
八
日
の
二
日

間
、
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
六
十
団
体
が
一
年
の
成

果
を
披
露
い
た
し
ま
し
た
。

特
別
展
示
と
し
て

・
仏
像
彫
刻

佛
師
　
凡
海（
荻
田
　
文
昭
氏
）

・
讃
岐
一
刀
彫

香
川
県
伝
統
工
芸
士

一
水（
造
田
　
一
夫
氏
）

の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。凡

海
作

●
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
頂
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

十
一
月
九
日
、
十
日
の
二
日
間

『
宇
多
津
の
寺
社
の
ル
ー
ツ
を
探

9

作
品
展

青
山
幼
稚
園
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う
た
づ
秋
の
文
化
祭

『
街
の
歴
史
探
訪
』宇
多
津
の

寺
社
の
ル
ー
ツ
を
探
ろ
う

宇
多
津
ど
す
こ
い
祭
り

秋
の
火
災
予
防
運
動
の

実
施
に
つ
い
て

仁和寺　御影堂

知恩院での法話



10

花
野
来
て
色
の
い
ろ
い
ろ
無
く
な
り
し

黒
田
乃
理
子

秋
草
の
美
し
い
原
野
を
来
て
、
自
分
の
着
衣
、
装
身
具
、
又
は
心
も
、

自
然
の
色
の
前
に
は
色
褪
せ
て
し
ま
っ
た
。
虚
し
さ
で
あ
る
。

秋
暑
し
再
検
結
果
は
十
日
先

井
原
せ
つ
子

体
の
ど
こ
か
に
異
状
が
あ
り
、
再
度
の
検
査
を
受
け
た
。
は
っ
き
り

し
た
事
は
、
十
日
先
で
あ
る
。
残
暑
は
身
に
こ
た
え
る

鑑
賞
　
渋
谷
　
昌
克

空
直
に
触
れ
た
る
刈
田
虫
動
く
　
　
　
　
　
　
　
渋
谷
　
昌
克

出
展
の
菊
に
傾
く
白
い
杖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
荷
葉
子

コ
ス
モ
ス
の
中
に
子
の
手
の
波
の
よ
う
　
　
　
　
松
浦
か
つ
子

満
目
の
露
に
光
の
走
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
渕
よ
し
み
ち

シ
ャ
ッ
タ
ー
音
響
か
せ
通
り
の
露
落
と
す
　
　
　
横
田
　
遊
人

秋
日
享
け
干
潟
の
小
穴
蟹
出
で
る
　
　
　
　
　
　
綾
田
ゆ
た
か

ざ
く
ろ
を
手
に
す
れ
ば
わ
が
胸
は
じ
け
そ
う
　
　
井
原
せ
つ
子

長
き
夜
や
は
は
は
火
種
と
な
り
い
た
り
　
　
　
　
太
田
た
か
ひ
ろ

人
住
ま
ぬ
小
さ
き
島
に
鳥
渡
る
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
　
貞
生

ケ
イ
タ
イ
に
大
き
な
顔
や
文
化
の
日
　
　
　
　
　
木
下
よ
し
を

手
に
ふ
れ
て
日
鉢
の
ふ
ち
の
な
つ
か
し
く
　
　
　
木
下
す
み
子

や
さ
し
さ
は
細
胞
な
り
き
秋
海
棠
　
　
　
　
　
　
黒
田
乃
理
子

晩
秋
を
ひ
と
り
し
ず
か
に
過
し
け
り
　
　
　
　
　
小
林
　
壱
沙

手
庇
で
見
る
秋
の
海
遠
け
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
五
福
　
吉
美

毎
年
、
小
正
月
に
開
催
し
て
い

る
キ
ッ
ズ
恒
例
の
「
も
ち
つ
き
大

会
」。
来
年
も
、
屋
外
で
は
も
ち

つ
き
や
、
は
ね
つ
き
を
楽
し
み
、

遊
戯
室
で
は
か
る
た
や
ゲ
ー
ム
な

ど
、
お
正
月
の
イ
ベ
ン
ト
い
っ
ぱ

い
。
ご
家
族
で
、
ど
し
ど
し
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ス
マ
ス
会

十
二
月
十
二
日
º

午
前
十
時
〜

絵
て
が
み
教
室

十
二
月
十
三
日
∂

午
前
十
時
〜

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
遊
び

十
二
月
十
八
日
ª

午
後
三
時
三
十
分
〜

幼
児
の
よ
み
き
か
せ

十
二
月
二
十
日
∂

午
前
十
時
〜

※
年
末
年
始
は
、
十
二
月
二
十
七

日
∂
ま
で
開
館
、
新
年
は
一
月

五
日
∏
よ
り
開
館
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ

@
49
―
４
０
０
５

（
月
曜
日
は
休
館
日
）

▼
日
時

一
月
十
日
∂

午
前
十
時
〜
正
午

▼
場
所

玄
関
前
、
駐
車
場
、
遊
戯
室

▼
参
加
者

四
歳
〜
小
学
六
年
生

ま
で
　
先
着
五
十
名

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴

▼
参
加
費

一
人
　
一
〇
〇
円

（
当
日
払
い
）

▼
協
力

鵜
足
津
友
の
会
の
皆
さ
ん

※
お
申
し
込
み
は
、
電
話
ま
た
は

児
童
館
の
申
込
書
で
。

お
り
が
み
教
室

十
二
月
十
一
日
ª

午
後
三
時
三
十
分
〜

ユープラザうたづニュース 
12月　ハーモニーホール 

 5 日º 
　宇多津幼稚園表現発表会 

 6 日∂ 
　ピアノ教室発表会 

12日º 
　SKGジャズオーケストラ演奏会 

13日∂ 
　ピアノ教室発表会 
　ユープラザうたづクリスマスコンサート 

19日º 
　ピアノ教室発表会 
　ギター教室発表会 

20日∂ 
　ピアノ教室発表会（2件） 

23日（水・祝） 
　ピアノ教室発表会 

27日∂ 
　K&Kei Ballet Art Consert 
 
※上記については、予告なく変更する 
　こともあります。 
●問い合わせ先 
　ユープラザうたづ　@49－8020

家庭でいらなくなった本をお互いに持ちよ 
り、交換する「本の交換会」を実施します。 
ê日　時　12月26日º～27日∂ 
　　　　　午前10時～午後4時 
ê場　所　ユープラザうたづロビー 
êその他 

本の交換会 

ライブラリーうたづニュース 

●問い合わせ先 
　ライブラリーうたづ　@49－8025

ê日　時　12月12日º 
　　　　　午後2時～3時 
ê場　所　ユープラザうたづ 
　　　　　1階　視聴覚室 
ê内　容 
 
ê定　員　50名（要申込） 
ê申込先　ライブラリーうたづ 
　　　　　@49－8025 
 

クリスマス会 

クリスマスのお話、折り紙
あそびなど、もりだくさん。 

当日、一人10冊までの持ち
寄りとさせていただきます。
参考書・教科書・専門書・
雑誌などはご遠慮ください。 

12月の休館日 

ライブラリーうたづ 7日∑・14日∑・21日∑・25日ª・28日∑～31日∫ 

ユープラザうたづ 7日∑・14日∑・21日∑・28日∑～31日∫ 

★ユープラザうたづ・ライブラリーうたづは、
年末年始12月28日∑から１月４日∑

まで休館。年始は１月５日∏から開館
します。 

平
成
二
十
二
年

新
春
も
ち
つ
き
大
会

参
加
者
募
集

月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

１２



私
た
ち
柔
道
部
は
、
二
年
生
五

名
、
一
年
生
四
名
、
計
九
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。宇
多
津
町
に
は
、

中
学
校
の
大
先
輩
で
あ
る
元
谷
金

治
郎
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
元
谷
先
生
を
目

標
に
日
々
稽
古
を
積
み
重
ね
て
、

部
員
一
人
ひ
と
り
が
、
日
々
の
練

習
で
学
ん
だ
こ
と
を
試
合
で
発
揮

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
練
習
の
た

め
の
練
習
で
は
な
く
、
試
合
の
た

め
の
練
習
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
勝
っ
て
も
負
け
て
も
常

に
謙
虚
な
気
持
ち
で
、
試
合
に
臨

み
、
一
戦
一
戦
成
長
へ
と
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

12

柔
道
部

部
活
動
紹
介
③

活躍する柔道部員

薬
物
乱
用
防
止
教
室

十
月
二
日
、
薬
剤
師
の
三
好

英
司
先
生
を
お
招
き
し
て
、

「
薬
物
乱
用
防
止
教
室
」
が
あ

り
ま
し
た
。
最
近
、
芸
能
人
の

薬
物
使
用
に
つ
い
て
マ
ス
コ
ミ

で
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
こ
と
は
決
し
て
芸
能
界
の

こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

香
川
県
で
も
薬
物
使
用
の
検
挙

数
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
そ

う
で
す
。
将
来
的
に
も
決
し
て

薬
物
に
手
を
出
さ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
、
正
し
い
知
識
を

身
に
付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
年
　
女
子
生
徒

吹
奏
楽
部

恋
人
の
聖
地
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

除
幕
式
で
演
奏

十
月
三
日
、
私
た
ち
吹
奏
楽

部
は
宇
多
津
町
恋
人
の
聖
地
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕
式
で
「
フ
ァ

ン
フ
ァ
ー
レ
」「
海
ホ
タ
ル
の

唄
」「
行
進
曲
　
海
ホ
タ
ル
の

唄
」
を
演
奏
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
潮
風
が
心
地
よ
い
宇
多
津

町
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
で
、
恋

人
た
ち
が
愛
を
誓
い
合
う
場
所

で
の
演
奏
は
、
少
し
恥
ず
か
し

さ
も
感
じ
ま
し
た
が
き
れ
い
に

演
奏
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

町
の
行
事
に
は
で
き
る
だ
け

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

吹
奏
楽
部
長
　
三
浦
　
葉
月潮風の中で演奏する吹奏楽部

アンコール合唱する3年4組

文
化
祭
「
響
音
」

―
響
き
合
う
み
ん
な
の
心
―

合唱コンクールの成績と曲目は以下の通りです。

全校最優秀賞　3年4組「消えた八月」
１年　優秀賞／1年4組「ハナミズキ」 優良賞／1年2組「大切なもの」
２年　優秀賞／2年5組「COSMOS」 優良賞／2年3組「この地球のどこかで」
３年　優秀賞／3年4組「消えた八月」 優良賞／3年1組「虹」

最
後
の
コ
ン
ク
ー
ル

三
年
四
組
　
住
吉
　
真
依

最
後
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
曲
が
「
消
え

た
八
月
」
に
な
っ
た
と
き
は
、
こ
ん
な
難
し

い
曲
を
歌
う
な
ん
て
無
理
だ
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。速
さ
も
変
わ
る
し
拍
子
も
変
わ
る
し
、

本
番
直
前
ま
で
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

で
も
、
体
育
祭
で
悔
し
い
思
い
を
し
た
分
も

絶
対
に
最
優
秀
賞
を
取
り
た
か
っ
た
の
で
、

毎
日
練
習
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

ア
ル
ト
の
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
み

ん
な
を
引
っ
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
と
思

っ
て
い
た
け
れ
ど
、
な
か
な
か
自
分
の
思
い

が
相
手
に
届
か
な
く
て
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
で
も
、
日
が
過
ぎ
て
い
く
に
つ
れ

て
、
み
ん
な
の
声
が
一
つ
に
な
っ
て
い
く
よ

う
な
気
が
し
て
毎
日
の
練
習
が
楽
し
み
で
し

た
。「
消
え
た
八
月
」
は
難
し
い
分
、
と
て

も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で

話
し
合
っ
て
改
善
す
る
こ
と
も
少
し
ず
つ
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
番
は
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
と
て
も
上
手
で

不
安
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
と
に
か
く
自
分
た

ち
の
ベ
ス
ト
を
つ
く
し
、
聴
い
て
く
れ
る
人

た
ち
に
思
い
を
伝
え
よ
う
と
み
ん
な
で
歌
い

き
り
ま
し
た
。
最
後
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
と
き
は
本
当
に
嬉
し

く
て
涙
が
出
ま
し
た
。

私
た
ち
が
、
こ
こ
ま
で
歌
え
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
先
生
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
先
生
と
最
後
に
一
緒
に
ス
テ

ー
ジ
で
歌
う
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ

た
で
す
。
み
ん
な
と
の
絆
も
今
ま
で
以
上
に

深
ま
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
三
年
四
組
大
好

き
で
す
！

曽根　春佳

地元コーラス
グループ
コーロフィオーレ
の合唱

1年団合唱2年団合唱3年団合唱

吹奏楽部の演奏

元谷　信泰

英語弁論発表



▼
開
催
日
時

十
二
月
八
日
∏

午
前
九
時
三
十
分
〜

▼
開
催
日
時

十
二
月
十
日
∫
・
十
一
日
ª

午
前
九
時
三
十
分
〜

一
般
質
問
は
当
日
、
議
会
事
務

局
で
受
付
後
、
傍
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
場
所

役
場
四
階
　
議
会
本
会
議
場

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
議
会
事
務
局

@
49
―
８
０
１
４

年
末
は
、
二
十
九
日
∏
ま
で
収

集
を
行
い
ま
す
。

・
二
十
八
日
∑

月
・
木
の
収
集
地
域

・
二
十
九
日
∏

火
・
金
の
収
集
地
域

年
始
は
、
一
月
四
日
∑
か
ら
収

集
し
ま
す
。

年
始
は
、
ご
み
の
量
が
多
い
と

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
日
時

で
収
集
を
行
い
ま
す
。

・
燃
え
る
ご
み

一
月
四
日
∑
・
五
日
∏

午
前
七
時
三
十
分
か
ら

・
燃
え
な
い
ご
み

一
月
六
日
π

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

※
町
役
場
で
の
資
源
ご
み
の
収
集

は
、
十
二
月
二
十
六
日
º
は
通

常
ど
お
り
行
い
ま
す
。
一
月
二

日
º
は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
末
は
二
十
八
日
∑
ま
で
、
年

始
は
、
一
月
四
日
∑
か
ら
収
集
し

ま
す
。

年
末
の
汲
み
取
り
の
申
し
込
み

は
十
五
日
∏
ま
で
に
お
願
い
し
ま

す
。
年
始
以
降
の
汲
み
取
り
申
し

込
み
は
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

※
祝
日
・
振
替
休
日
の
可
燃
ご
み

収
集
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
十

二
月
は
二
十
三
日
（
水
・
祝
）

に
、
可
燃
ご
み
回
収
を
行
い
ま

す
の
で
八
時
三
十
分
ま
で
に
可

燃
ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
角
山
環
境
セ
ン
タ
ー
で

も
、
祝
、
休
日
の
可
燃
ご
み
の

受
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
受
入
時
間
／
午
後
二
時
〜
四

時
、
有
料
、
年
末
は
三
十
日
ま

で
受
入
れ
し
て
お
り
ま
す
。）

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
生
活
課

@
49
―
８
０
０
０

町
教
育
委
員
会
は
、
平
成
二
十

二
年
一
月
十
一
日
（
月
・
祝
日
）、

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
成
人
式
に

向
け
て
、
該
当
者
名
簿
の
作
成
を

進
め
て
い
ま
す
。
該
当
者
は
、
平

成
元
年
四
月
二
日
〜
平
成
二
年
四

月
一
日
生
ま
れ
の
方
で
す
。

住
民
票
を
他
の
市
町
村
に
移
さ

れ
て
い
る
方
の
中
で
当
町
で
の
成

人
式
の
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
十
二
月
十
八
日
ª
ま
で
に
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

該
当
者
に
は
、
後
日
、
日
程
等

を
書
い
た
は
が
き
を
郵
送
い
た
し

ま
す
。

▼
連
絡
先

町
教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課

@
49
―
８
０
０
７
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平
成
二
十
一
年

第
四
回
定
例
会

成
人
式
に
つ
い
て

一
般
質
問

年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
の
収
集
及
び

祝
日
の
可
燃
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

— 広告 規定制服販売店 

ネームがすぐ入ります!

宇多津小学校・宇多津北小学校・宇多津中学校　指定店 

@４９-０１０３ 
●長袖シャツ●半袖シャツ 
●ブルマー●ハーフパンツ 
●ホッピングパンツ 
●エプロンセットには 

宇多津町伊勢町 
ネーム入れは 
無料です!

広告 

浜三番丁25-7（四国健康村前） 
営業時間／17:00～25:00・年中無休　@49-5339

と 

と 

の 

お店です!!!

ご
み
の
収
集
日

し
尿
の
収
集
日

資
源
ゴ
ミ
収
集
日

A
浜
一
、
二
、
三
、
四
番
丁
（
イ
ベ
ン
ト
広
場
…
浜
三
番
丁
24
番
地
1
）
12
／
14
・
25

B
浜
五
番
丁
（
一
号
児
童
公
園
）
12
／
10
・
23

C
浜
六
番
丁
（
二
号
児
童
公
園
）
12
／
11
・
24

D
浜
七
、
八
、
九
番
丁
（
中
央
公
園
東
側
入
口
）
12
／
9
・
22

E
町
内
全
域
（
町
役
場
駐
車
場
）
毎
週
土
曜
日
　
※
各
場
所
で
午
前
八
時
〜
正
午
で
収
集
し
ま
す
。



宇
多
津
町
で
は
、
六
十
五
歳
以

上
の
接
種
希
望
者
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
（
一
回
の
み
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
お
済

で
な
い
方
は
早
め
に
受
け
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
、
ワ
ク

チ
ン
の
在
庫
不
足〔
入
荷
待
ち
〕

状
況
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
必

ず
、
予
約
し
て
か
ら
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
限

十
二
月
二
十
八
日
∑
（
休
診
日

は
除
く
）
ま
で

※
詳
し
い
受
け
方
に
つ
い
て
は
、

九
月
末
に
送
付
し
ま
し
た
書
類

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー

@
49
―
８
０
０
８

▼
参
加
費

一
人
　
四
○
○
円

▼
持
参
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
手
拭
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具

子
ど
も
さ
ん
が
幼
稚
園
や
学
校

に
行
か
れ
た
後
に
参
加
で
き
ま

す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
に
行
い

ま
す
の
で
、
初
心
者
の
方
で
も
大

丈
夫
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
見
に
き
て

く
だ
さ
い
。

▼
日
時

十
二
月
十
五
日
∏

平
成
二
十
二
年
一
月
五
日
∏

午
前
九
時
三
十
分
〜

受
付
　
午
前
九
時
十
五
分
〜

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

二
階
　
栄
養
指
導
室
（
和
室
）

▼
内
容

・
健
康
運
動
指
導
士
の
森
愛
華
美

先
生
に
よ
る
運
動
指
導
と
実
技

・
保
健
師
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

健
康
相
談
、
ミ
ニ
健
康
講
話

▼
対
象

宇
多
津
町
に
住
民
票
を

有
す
る
方

▼
申
し
込
み

不
要

▼
参
加
費

無
料

▼
持
参
物

汗
拭
き
タ
オ
ル
・
お

茶
ま
た
は
お
水
・
筆
記
用
具

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
保
健
セ
ン
タ
ー

@
49
―
８
０
０
８

年
末
年
始
に
か
け
て

行
事
満
載
で
す
！

行
事
の
料
理
に
手
づ
く
り
の
味

を
加
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

料
理
に
興
味
の
あ
る
方
、
今
か

ら
本
格
的
に
料
理
に
挑
戦
す
る
と

い
う
男
性
の
方
な
ど
、
ぜ
ひ
一
度

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

十
二
月
十
七
日
∫

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
一
時

受
付
　
午
前
九
時
十
五
分
〜

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

二
階
　
栄
養
指
導
室
（
和
室
）

▼
内
容

・
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
一
緒
に
調
理

実
習

・
管
理
栄
養
士
や
保
健
師
に
よ
る

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
ア
ド
バ
イ

ス
▼
対
象

宇
多
津
町
に
住
民
票
を

有
す
る
方

▼
申
し
込
み

不
要

14

癒しの空間で施術を体験してみませんか 癒しの空間で施術を体験してみませんか 

広告 広告 

六
十
五
歳
以
上
の
方
…

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
は
お
済
で
す
か
？

十
二
月
二
十
八
日
で
実
施
期

間
が
終
了
し
ま
す
！

保
健
セ
ン
タ
ー
行
事
の
ご
案
内

●
元
気
も
り
も
り
運
動
教
室
⑧

ジ
ム
ボ
ー
ル
を

使
っ
た
運
動

〜
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
ア
ッ
プ
し
て

ふ
ら
つ
き
を
予
防
〜

〜
尿
失
禁
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜

●
い
き
い
き
栄
養
教
室
⑤

家
族
み
ん
な
で
！

『
ク
リ
ス
マ
ス
＆

お
せ
ち
料
理
』



休
日
の
ひ
と
と
き
、
少
し
ず
つ

運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

十
二
月
六
日
∂
、
二
十
日
∂

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
前
十
一
時

▼
場
所

地
域
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
宇
多
津
中
学
校
旧
体
育
館
）

▼
内
容

・
健
康
運
動
指
導
士
の
森
愛
華
美

先
生
と
一
緒
に
ス
ト
レ
ッ
チ
、

チ
ュ
ー
ブ
や
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

健
康
運
動

（
メ
ニ
ュ
ー
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
当
日
の
お
楽
し
み
で
す
。）

③
歯
科
衛
生
士
さ
ん
に
よ
る
講
話

『
大
切
な
歯
を

守
る
方
法
（
仮
題
）』

▼
講
師

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
会
員

▼
対
象

町
内
小
学
生
希
望
者
と
そ
の
家
族

二
十
五
組
程
度
（
原
則
、
保
護

者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

▼
参
加
費

一
人
　
四
〇
〇
円

※
当
日
徴
収

▼
持
参
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
手
拭
き
タ
オ
ル
・
子
供
用

包
丁
（
持
っ
て
い
る
人
の

み
）
・
汗
拭
き
タ
オ
ル
・
お

茶
・
上
靴

※
持
ち
物
に
は
必
ず
名
前
を
書
い

て
き
て
く
だ
さ
い
。

▼
主
催

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

申
し
込
み
の
受
付
開
始

十
二
月
一
日
∏

※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
保
健
セ
ン
タ
ー

@
49
―
８
０
０
８

水
中
運
動
の
優
位
性
に
つ
い
て

「
水
中
運
動
」
に
は
、
次
の
よ

う
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

①
ど
な
た
で
も
安
心
し
て
水
中
運

動
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

②
四
季
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

③
呼
吸
機
能
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

④
心
肺
機
能
と
同
時
に
筋
力
も
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
血
行
が
良
く
な
り
、
若
々
し
い

体
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
体
づ
く
り

が
で
き
る
。

⑦
自
分
の
体
力
に
合
っ
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
で
き
る
。

⑧
効
率
の
良
い
運
動
が
で
き
る
。

⑨
陸
上
で
は
味
わ
え
な
い
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
が
あ
る
。

⑩
自
律
神
経
失
調
症
に
最
適
の
運

動
療
法

▼
問
い
合
わ
せ
先

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

@
49
―
４
７
７
０

（
休
館
日
　
毎
週
木
曜
日
）

▼
対
象

健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方

▼
申
し
込
み

不
要

▼
参
加
費

無
料

▼
持
参
物

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
・

お
茶
ま
た
は
お
水（
水
分
補
給
用
）

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
健
康
増
進
室

@
49
―
８
０
０
１

▼
日
時

十
二
月
二
十
五
日
ª

午
前
九
時
三
十
分
〜

午
後
二
時
終
了
予
定

受
付
開
始
　
午
前
九
時
十
分

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
二
階

調
理
実
習
室
　
ほ
か

▼
内
容

①
講
話

『
家
族
で
食
事
の

大
切
さ
を
考
え
よ
う

〜
食
の
五
つ
の
チ
カ
ラ
〜
』

②
調
理
実
習

『
バ
ラ
ン
ス
よ
く

お
い
し
く
食
べ
よ
う

野
菜
た
っ
ぷ
り
ご
は
ん
！
』

普
段
の
食
卓
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
ク

リ
ス
マ
ス
テ
イ
ス
ト
を
プ
ラ
ス
。
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家族葬会館 

うたづ葬祭 

○140名収容可　○24時間受付 

（有）うたづ葬祭 

@49-2028

まごころ会員募集中 
会員の方は葬儀・法要 
基本料金10%割引 電話のみでOK

広告 介護付有料老人ホーム 

高齢者向け優良賃貸住宅 

★保証金は無料! ★全室個室でプライバシー保護 
★要支援から要介護5までの方のご入居募集中 

★ご入居公募中! ★町より家賃補助あり ★60歳からの安心生活 

（町内浜九番丁142－4）@49－9221 担当・大石　松浦 

アミーユ・ホーム西隣り　Œ管理室　@41－0466 
（管理は合田不動産）町役場　@49－8012

●
お
や
こ
の
食
育
教
室
事
業

家
族
ふ
れ
あ
い
料
理
教
室

あ
な
た
も

『
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

●
メ
タ
ボ
予
防
運
動
教
室



認
知
症
は
、
誰
で
も
起
こ
り
う

る
ご
く
身
近
な
病
気
で
す
。
身
近

な
方
の
介
護
で
悩
ん
で
い
る
方
、

不
安
な
気
持
ち
を
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

今
回
は
認
知
症
の
専
門
医
で
あ

る
滝
宮
総
合
病
院
の
中
村
先
生
を

お
招
き
し
ま
す
。
診
断
、
治
療
、

介
護
の
方
法
に
つ
い
て
知
り
ま
し

ょ
う
。

▼
日
時

十
二
月
二
日
π

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
四
階

▼
内
容

認
知
症
の
方
の
介
護
経
験
を
お

持
ち
の
方
の
交
流
会

▼
参
加
費

無
料

参
加
さ
れ
る
方
は
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

▼
そ
の
他

会
で
の
内
容
は
秘
密
厳
守
と
し

ま
す
。
ご
相
談
は
随
時
、
受
付

し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
主
に
見
守
り
や
声
か
け
等
、

一
緒
に
介
護
予
防
事
業
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
サ
ポ
ー
ト
メ
イ
ト
）
を
募
集
し

ま
す
。

年
齢
、
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

火
曜
日
と
金
曜
日
の
午
前
中
の
事

業
で
す
。

な
お
、
サ
ポ
ー
ト
メ
イ
ト
と
し

て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方
に

は
、
こ
ち
ら
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
に
加
入
い
た
し
ま
す
。

高
齢
者
の
方
々
の
集
い
の
場
所

で
す
。
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
も

参
加
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
時
間

午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

町
内
の
概
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方

▼
参
加
費

無
料
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当パソコンスクールは、自分の好きな時間・好きな曜日に 
自分のペースで学習していただけるスクールです。 
初心者の方、パソコンをお持ちでない方にでも 
安心して受講していただけます。 

月～金／11:00～21:00 
土／11:00～18:00

～就職に向けたWordやExcelの資格も受験可能です！～ 

電話 0877-43-6850 
ホームページ http://www.kf-system.co.jp 
パソコンスクール KFシステム　森山まで 

広告 

制服他…取り扱い店 
■山田衣料店（山下）@49-0980　■渡辺衣料店（栄町）@49-0816 
■長尾衣料店（栄町）@49-0155　■吉田衣料店（栄町）@49-0508

宇多津小学校　　宇多津北小学校 

宇多津中学校 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
第
十
四
回

認
知
症
の
家
族
会

「
ど
ん
ぐ
り
の
会
」

●
サ
ポ
ー
ト
メ
イ
ト
の

募
集
に
つ
い
て

●
集
い
の
場
「
こ
す
も
す
」

参
加
者
募
集
！

12月の予定 

折り紙⑨ 

忘年会（カラオケ、マジック他） 

映画④「忠臣蔵」（予定） 

12月 4 日ª 

11日ª 

18日ª 

9:30から始まります。 

総

合

相

談

 

（延人員）

介護・日常生活 

サービスの利用 

医　療 

所得・家庭生活 

介護予防支援 

計 

49 

22 

9 

0 

79 

159

センターの10月の相談実績 ▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

@
49
―
８
７
４
０

は

な

し

を

よ
く

うちだ小児科医院 
（駒止町） 
146-2622

ウエルクリニック 
（横津町） 
145-2312

前田外科医院 
（江尻町） 
146-5955

回生病院 
（室　町） 
146-1011

12月の休日当番医院 

※変更される場合がありますので、必ず新聞紙上でご確認ください。 

6 
∂ 

内科及び小児科 外　　科 

宇多津浜クリニック 
（宇多津町） 
156-7007

北條クリニック 
（江尻町） 
146-2201

番の州ハピネスクリニック 
（八幡町） 
144-5566

13 
∂ 

23 
π 

内科及び小児科 外　　科 

坂出市立病院 
（文京町） 
146-5131

20 
∂ 

27 
∂ 

聖マルチン病院 
（谷　町） 
146-5195



視
力
に
問
題
が
な
い
の
に
こ
ん

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

読
み
飛
ば
し
・
読
み
違
い
が
多

い
、
読
む
の
が
遅
い
、
鏡
文
字
を

書
く
、
図
形
が
苦
手
、
黒
板
の
字

を
写
す
の
が
遅
い
、
コ
ン
パ
ス
・

は
さ
み
・
定
規
が
上
手
く
使
え
な

い
…
等
。

あ
て
は
ま
る
人
は
、「
見
る
力
」

（
視
機
能
・
視
知
覚
）
に
問
題
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
見
る
力
」
の
弱
さ
か
ら
く
る
、

学
習
や
運
動
面
に
お
け
る
問
題
点

や
支
援
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？
　
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
講
師

奥
村
　
智
人
　
氏
（
大

阪
医
科
大
Ｌ
Ｄ
セ
ン
タ
ー
　
オ

プ
ト
メ
ト
リ
ス
ト
）

▼
日
時

十
二
月
二
十
日
∂

午
後
一
時
三
十
分
〜
四
時
三
十
分

▼
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー
四
階

▼
資
料
代

・
町
内
在
住
の
方
、
保
育
所
・

幼
・
小
中
学
校
職
員

…
…
…
…
…
…
…
五
〇
〇
円

ョ
ン
」﹇
講
師
　
白
井
一
幸

氏
（
元
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
）﹈

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
指
導
を

受
け
て
い
る
児
童
生
徒
の
発

表
）

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
県
内
外
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
関
係
者
）

▼
参
加
費

入
場
無
料
（
事
前
申
込
要
）

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

県
教
育
委
員
会
事
務
局

@
０
８
７
―
８
３
２
―
３
７
７
３

▼
閉
館

・
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日

∑
〜
三
十
一
日
∫

・
平
成
二
十
二
年
一
月
四
日
∑

▼
開
館

平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
ª
〜

三
日
∂

※
平
成
二
十
二
年
一
月
五
日
∏
か

ら
通
常
開
館
し
ま
す
。

※
遊
具
広
場
は
年
末
年
始
も
開
放

し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

う
た
づ
海
ホ
タ
ル

@
49
―
０
８
６
０

・
町
外
の
方
…
…
一
、
〇
〇
〇
円

▼
定
員

八
〇
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

▼
申
込
先

町
教
育
委
員
会
事
務
局

I
49
―
０
６
１
８

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
願
い
し
ま
す
。）

▼
問
い
合
わ
せ
先

「
わ
く
わ
く
」
事
務
局
　
十
川

@
０
９
０
―
４
３
３
４
―
０
０
３
６

※
こ
の
講
演
は
共
同
募
金
の
配
分

事
業
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
た
め
、
学
校
の
ニ

ー
ズ
（
要
望
）
に
応
じ
て
活
動
す

る
「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

に
つ
い
て
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

す
。
興
味
・
関
心
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

十
二
月
二
十
五
日
ª

午
後
一
時
二
十
分
〜
四
時
三
十
分

▼
場
所

ア
ル
フ
ァ
あ
な
ぶ
き
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

▼
内
容

・
特
別
講
演
「
子
ど
も
の
や
る
気

を
引
き
出
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

17
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す し ・ う  ど  ん  
（出前をいたします。） 

49-0062

要予約 各 種 お 弁 当  

1

要予約 二月三日恵方巻 

要予約 御 法 要 膳  

み
ん
な
で
育
て
る
学
校

み
ん
な
で
支
え
る
学
校

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す
！

子
ど
も
の
発
達
を
考
え
・
サ
ポ
ー
ト
す
る

親
子
く
ら
ぶ
「
わ
く
わ
く
」
よ
り

講
演
案
内

テ
ー
マ
『
見
る
力
に
問
題
を
持
つ

子
は
困
っ
て
い
る
』

う
た
づ
海
ホ
タ
ル
の

年
末
年
始
の
開
閉
館
に
つ
い
て

町
の
携
帯
電
話

サ
イ
ト
（「
う
た

づ
情
報
ナ
ビ
」
）

中
の
コ
ー
ナ
ー

「
う
た
づ
く
ら
し
ナ
ビ
」
で
は
、

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
確
認
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
休
日
当
番
医
を

調
べ
た
り
、
防
災
・
避
難
情
報
な

ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
、
ご
希
望
の
方
に
は
、
生
活
情

報
を
メ
ー
ル
配
信
し
て
い
ま
す
。

受
信
す
る
に
は
…
広
報
の
裏
表
紙

の
「
登
録
サ
イ
ト
」
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
取
得
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

に
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
ま
す
。
直

後
、
仮
登
録
の
メ
ー
ル
が
返
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
本
登
録
へ
お
進
み

く
だ
さ
い
。（
登
録
料
、
年
会
費

は
無
料
）

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い

と
き
は
、
直
接
ア
ド
レ
ス（utazu

376001@
om
.df-solas.jp

）
を

入
力
し
て
く
だ
さ
い
。（
携
帯

電
話
に
ド
メ
イ
ン
、
ア
ド
レ
ス

指
定
受
信
の
設
定
が
あ
る
場
合

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
の
解

除
が
必
要
に
な
り
ま
す
。）



平
成
二
十
一
年
工
業
統
調
査
を

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
行
い
ま

す
。調

査
の
実
施
に
当
っ
て
は
、
本

年
十
二
月
か
ら
来
年
一
月
に
か
け

て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

な
お
、
統
計
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
経
済
産
業
省
・
香
川
県
・
宇
多
津
町
）

▼
日
時

十
二
月
十
四
日
∑
・
十
五
日
∏

午
後
五
時
〜
午
後
八
時

▼
相
談
方
法

電
話
に
よ
る
相
談

相
談
電
話
番
号

@
０
８
７
―
８
２
２
―
３
６
９
３

▼
相
談
料

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

香
川
県
弁
護
士
会

@
０
８
７
―
８
２
２
―
３
６
９
３

▼
相
談
日

毎
週
火
曜
日

午
後
一
時
〜
四
時
（
一
人
三
十
分
）

担
当
弁
護
士
・
各
回
一
人

▼
相
談
場
所

香
川
県
弁
護
士
会
館

▼
相
談
料

無
料

▼
予
約
方
法
・
連
絡
先

お
電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

香
川
県
弁
護
士
会

@
０
８
７
―
８
２
２
―
３
６
９
３

混
信
・
受
信
障
害
な
ど
電
波
の

利
用
に
関
し
て
お
困
り
の
方
は
、

左
記
事
務
局
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

▼
相
談
及
び
連
絡
先

õ
全
国
陸
上
無
線
協
会
内
電
波

適
正
利
用
推
進
員
協
議
会
四
国

事
務
局

@
０
８
９
―
９
４
７
―
１
９
１
４

※
受
付
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
は
除
く
）

18

広告 

A0877－41－1099 
OPEN　6:00pm―3:00am 
宇多津町浜五番丁51番地4

宇多津町浜一番丁9番地 
TEL 0877－49－3100 

HPアドレス www1a.biglobe.ne.jp/stglass
・ガラス製品、アクセサリー等充実した品揃え！！ 
・体験コーナー大人気！！ 
・併設の喫茶アヴィアントもよろしく！！ 

広告 

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談

年
末
年
越
し「
雇
用
と
生
活
」

全
国
一
斉
緊
急
総
合
相
談

混
信
・
受
信
障
害
な
ど
電
波
の

利
用
に
関
し
て
お
困
り
の
方
へ

入札等結果情報（10月1日～10月31日執行分） （単位：千円、消費税抜き） 

種　別 工事（業務）名 執行方法 落札者 入札等執行日 予定価格 落札金額 

業務委託 

工事請負 

工事請負 

工事請負 

工事請負 

指名競争入札 

指名競争入札 

指名競争入札 

プロポーザル 

プロポーザル 

Ｈ21.10.6 

Ｈ21.10.7 

Ｈ21.10.8 

H21.10.28 

H21.10.28

朝日設計㈱ 

開成工業㈱ 

㈱ハラケン工業 

開成工業㈱ 

タカオ㈱ 

3,780 

12,983 

7,170 

2,857 

2,857

3,300 

12,800 

7,000 

2,800 

2,820

公共下水道 
汚水管布設工事に伴う水道管 
移設工事設計業務委託 

まちづくり交付金事業 
町道幸町倉ノ前線（第１工区） 
改良工事 

まち交 
網の浦万葉公園遊具施設 
設置工事 

まち交 
網の浦万葉公園休憩施設 
設置工事 

町道幸町・倉ノ前線 
配水管布設替工事 



毎
週
水
曜
日
の
放
課
後
、
小
学

生
を
対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
種
目

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

▼
実
施
日

毎
週
水
曜
日
の
放
課
後

（
午
後
三
時
三
十
分
〜
五
時
）

▼
募
集
人
数

若
干
名

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

@
49
―
３
４
６
０

宇
夫
階
神
社
境
内
の
清
掃
を
し

ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
、
参
加
し

て
下
さ
い
。

▼
日
時

十
二
月
二
十
七
日
∂

午
後
八
時
三
十
分
〜

（
雨
天
の
場
合
は
翌
日
）

神
社
か
ら
お
守
り
の
授
与
が
あ

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

駅
前
清
掃
グ
ル
ー
プ
　
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
推
進
会
、
た
こ
の
会

@
49
―
０
４
１
６
　
前
川

▼
会
場

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

▼
対
象

小
学
三
年
生
〜
六
年
生
の
初
心
者

（
二
十
五
ｍ
泳
げ
な
い
人
）

▼
定
員

八
名
（
先
着
順
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

▼
参
加
料

無
料

（
た
だ
し
プ
ー
ル
使
用
料
は
必
要
）

▼
申
し
込
み

十
二
月
一
日
∏
よ
り
申
込
書
を

プ
ー
ル
受
付
に
提
出

▼
問
い
合
わ
せ
先

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

@
49
―
４
７
７
０

Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
（
デ
ィ
ス
ポ

ル
ト
）・
キ
ラ
キ
ラ
う
た
づ
で
は
、

小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た

キ
ン
ボ
ー
ル
教
室
と
キ
ン
ボ
ー
ル

大
会
を
行
う
「
キ
ラ
キ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞

を
お
渡
し
し
ま
す
。
各
ク
ラ
ス
と

も
三
位
以
内
入
賞
チ
ー
ム
に
賞
品

を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
日
時

十
二
月
十
三
日
∂

午
前
九
時
〜
午
後
零
時
三
十
分

（
受
付
　
午
前
九
時
〜
）

▼
場
所

宇
多
津
北
小
学
校
体
育
館

▼
内
容

①
キ
ン
ボ
ー
ル
教
室

②
キ
ン
ボ
ー
ル
大
会

▼
参
加
対
象

小
学
生
以
上

（
小
学
校
三
年
生
以
下
は
保
護

者
ま
た
は
成
人
付
添
い
で
ご
参

加
下
さ
い
。
未
成
年
者
は
保
護

者
の
責
任
に
お
い
て
ご
参
加
下

さ
い
。）

▼
定
員

四
十
名

▼
参
加
料

三
〇
〇
円

（
熱
中
症
予
防
飲
料
、
傷
害
保

険
費
用
含
む
）

▼
持
参
物

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、

汗
の
た
め
の
下
着
の
着
替
え
と

タ
オ
ル
、
水
分
補
給
飲
料
の
予

備
。

運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

下
さ
い
。

▼
主
催

財
団
法
人
　
日
本
体
育

協
会
、
総
合
型
ク
ラ
ブ
　
Ｄ
Ｉ

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
（
デ
ィ
ス
ポ
ル

ト
）・
キ
ラ
キ
ラ
う
た
づ

▼
参
加
申
込
方
法

参
加
者
の
お

名
前
（
小
学
校
四
年
生
以
上
の

未
成
年
者
の
み
の
参
加
は
保
護

者
の
お
名
前
も
お
書
き
添
え
下

さ
い
。）、
ご
住
所
、
連
絡
先
電

話
番
号
、
既
往
症
が
あ
れ
ば
お

書
き
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ

ー
ル
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

十
二
月
末
か
ら
来
年
二
月
に
ス

ケ
ー
ト
教
室
・
ス
キ
ー
教
室
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
（
デ
ィ
ス
ポ

ル
ト
）・
キ
ラ
キ
ラ
う
た
づ

@
０
９
０
―
８
１
６
６
―
３
３
８
６

I
０
８
７
７
―
５
６
―
７
１
８
８

メ
ー
ル

info@
disport-kirakira.jp

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
事
業
）

現
在
、
宇
多
津
駅
か
ら
う
た
づ

臨
海
公
園
ま
で
の
歩
道
周
辺
が
彩

り
豊
か
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
、
誕
生
し
た
宇
多

津
の
h
新
名
所
f
う
た
づ
海
ホ
タ

ル
も
点
灯
さ
れ
て
い
ま
す
。

う
た
づ
海
ホ
タ
ル
を
中
心
に
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
ゾ
ー
ン
を
散
策
す
る

夜
の
ま
ち
歩
き
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

十
二
月
八
日
∏

午
後
五
時
三
十
分
〜
七
時

▼
定
員

二
十
名

▼
参
加
費

無
料
（
要
予
約
）

▼
集
合
場
所

う
た
づ
海
ホ
タ
ル
事
務
所
前

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

町
産
業
振
興
課

@
49
―
８
０
０
９

▼
日
時

十
二
月
二
十
三
日
π

二
十
五
日
ª

二
十
六
日
º

二
十
七
日
∂
の
四
回

各
日
と
も
午
前
十
一
時
〜
正
午

（
一
時
間
）

19

放
課
後
子
ど
も
教
室

「
う
た
づ
っ
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

指
導
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

お
宮
さ
ん
の
掃
除
を

し
ま
し
ょ
う

夜
の
ま
ち
歩
き

『
う
た
づ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
巡
り
』

参
加
者
募
集

冬
休
み
子
供
水
泳
教
室

初
心
者
募
集

●
キ
ラ
キ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
の
お
知
ら
せ

●「
ス
ケ
ー
ト
教
室
・
ス
キ
ー

教
室
」の
お
知
ら
せ

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着着

ジャパン･プライド
江波戸哲夫

神様のカルテ
夏川　草介

弁護士、闘う
宇都宮健児

プロゴルファー
石川遼
井上　兼行

シャーロック･ホー
ムズには負けない
ピート･ジョンソン

ホットケーキ
できあがり！
エリック･カール

著 著

一
般
書

児
童
書

図
書
案
内

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
う
た
づ

著 著

著

著



▼
開
催
日

一
月
二
日
º

▼
種
目

〈
小
学
生
の
部
以
外
〉

①
１０
㎞
の
部
…
高
校
生
以
上
男
子

②
5
㎞
の
部
…
四
十
歳
以
上
の
男

子
・
高
校
生
以
上
の
女
子

（
表
彰
の
区
別
は
し
な
い
）

③
3
㎞
の
部
…
中
学
生
の
男
子

開
会
式
　
午
前
八
時

ス
タ
ー
ト
　
午
前
八
時
三
十
分

▼
資
格

競
技
に
耐
え
う
る
体
力

を
有
す
る
方
。
10
㎞
の
部
は
、

10
㎞
を
五
十
分
以
内
で
走
る
こ

と
が
で
き
る
方
。

※
小
学
生
は
保
護
者
の
承
諾
書
が

必
要
。
雨
天
の
場
合
は
、
体
育

館
シ
ュ
ー
ズ
を
用
意
。

▼
主
催

宇
多
津
体
育
協
会

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

十
二
月
十
五
日
∏
ま
で
。

※
当
日
申
込
可

町
教
育
委
員
会

@
49
―
８
０
０
７

県
内
で
活
躍
す
る
津
軽
三
味
線

奏
者
、
筒
井
茂
広
、
渡
邉
敬
介
。

二
人
の
息
の
合
っ
た
演
奏
を
お
楽

し
み
下
さ
い
。

▼
日
時

十
二
月
六
日
∂

午
後
二
時
開
演

▼
場
所

こ
め
っ
せ
宇
多
津

※
入
場
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
政
策
調
整
室

@
49
―
８
６
０
０

多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ダ
ン
ス
を

取
り
上
げ
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
時

十
二
月
十
九
日
º

正
午
〜

（
開
場
　
午
前
十
一
時
三
十
分
）

▼
場
所

香
川
短
期
大
学
講
堂
ホ
ー
ル

（
浜
一
番
丁
一
〇
番
地
）

▼
入
場
料

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

香
川
短
期
大
学
　
日
野
研
究
室

@
49
―
８
０
４
９

ウ
ィ
ー
ン
か
ら
シ
ュ
ラ
ン
メ
ル

音
楽
の
第
一
人
者
を
招
い
て
古
賀

メ
ロ
デ
ィ
ー
の
秘
密
を
探
る
と
題

し
、
ソ
プ
ラ
ノ
・
藍
川
由
美
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
を
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ロ

ジ
ャ
ー
ス
、
マ
ン
ド
リ
ン
・
宮
武

省
吾
、
ギ
タ
ー
・
吉
田
秀
で
な
つ

か
し
の
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
お
お

く
り
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
湯
の
町
エ
レ

ジ
ー
」、「
悲
し
い
酒
」、「
人
生
劇

場
」
ほ
か
の
予
定
で
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。

▼
日
時

一
月
二
十
六
日
∏

開
場
　
午
後
六
時
三
十
分

開
演
　
午
後
七
時

▼
場
所

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

▼
チ
ケ
ッ
ト
料
金

前
売
　
二
、
五
〇
〇
円

当
日
　
三
、
〇
〇
〇
円

※
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
他
各
指
定

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て
発
売
中
。

④
3
㎞
の
部
…
中
学
生
以
上
の
女
子

〈
小
学
生
の
部
〉

⑤
1
㎞
…
一
〜
四
年
生

⑥
1
・
5
㎞
…
五
〜
六
年
生

（
学
年
別
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。）

▼
コ
ー
ス

宇
多
津
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
〜

大
束
川
堤

▼
集
合
場
所

宇
多
津
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

▼
集
合
時
間

・
小
学
生
の
部
以
外

受
付
　
午
前
九
時
〜
九
時
四
十
分

ス
タ
ー
ト
　
午
前
十
時

・
小
学
生
の
部

受
付
　
午
前
七
時
三
十
分

20

津
軽
三
味
線
二
人
会

香
川
短
期
大
学

ダ
ン
ス
部
・
ダ
ン
ス
ゼ
ミ

第
八
回
定
期
公
演

「
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
」

な
つ
か
し
の
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー

藍
川
由
美
コ
ン
サ
ー
ト

第
五
十
八
回

県
下
１０
㎞
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

←
丸
亀
 

坂出→ JR宇多津駅 

さ
ぬ
き
浜
街
道
 

安
達
川 

大
束
川 

宇多津町役場 
宇多津北小学校 

青の山 

県
道
33
号
線
 

（
高
松
・
善
通
寺
線
）
 

JR予讃線（高架） 

臨海公園 

5～6年 B 1.5㎞折返し 

1～4年 A

3㎞ 

5㎞ 

10㎞ 

スタート・ゴール 

1㎞折返し 

①10㎞の部…2周して南門からゴール 

　（高校生以上の男子） 

②5㎞の部…1周して北門からゴール 

　（40歳以上の男子・高校生以上の女子） 

③3㎞の部…番場橋折返し北門からゴール 

　（中学生の男子） 

④3㎞の部…番場橋折返し北門からゴール 

　（中学生以上の女子） 

 

小学生の部 

⑤1㎞…　  地点折返し北門からゴール 

　（1～4年生） 

⑥1.5㎞…　  地点折返し北門からゴール 

　（5～6年生） 

B

A

コース図



21

商
工
会
関
係
者
だ
け
で
な
く
町

民
の
皆
さ
ん
と
新
春
を
祝
し
町
の

発
展
を
願
う
会
で
す
。（
宇
多
津

商
工
会
・
宇
多
津
町
共
催
）

▼
日
時

二
十
二
年
一
月
八
日
ª

午
後
六
時
〜

▼
場
所

ホ
テ
ル
セ
ン
ト
カ
テ

リ
ー
ナ
宇
多
津

▼
会
費

三
、
〇
〇
〇
円

（
申
込
時
徴
収
）

▼
締
切
日

十
二
月
十
八
日
ª

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

宇
多
津
商
工
会

@
49
―
１
３
１
１

▼
日
時

十
二
月
二
十
一
日
∑

正
午
〜
午
後
一
時

▼
場
所

シ
ェ
ル
・
エ
・
メ
ー
ル

▼
講
演

『
日
本
経
済
の
現
状
と
課
題
』

講
師
　
日
本
銀
行
高
松
支
店

中
村
　
　
武
　
氏

▼
会
費

二
、
〇
〇
〇
円

（
昼
食
代
を
含
む
）

▼
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

事
務
局
　
藤
本
・
竹
安

@
29
―
２
２
１
１

※
十
二
月
十
八
日
ª
ま
で
に
申
し

込
み
下
さ
い
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

行政相談
12月18日（金） 午後1時～3時
町保健センター
町総務課　@49－8013

人権相談
12月4日（金） 午前10時～午後3時
町保健センター2階研修室
町住民生活課　@49－8000

納税なんでも相談
月～金　午前8時30分～午後5時
町税務課
町税務課　@49－8004

高齢者なんでも相談
月～金　午前8時30分～午後5時
地域包括支援センター（保健センター1階）

地域包括支援センター　@49
よく
－8740
はなしを

健康相談
毎週水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

第1・3・5月曜日　午後12時30分～3時
やすらぎプラザ
地域包括支援センター　@49－8740

第2・4金曜日　午前9時～11時
サポートセンター
地域包括支援センター　@49－8740

病態栄養相談（要予約）
毎月第1・3・5水曜日　午前9時～11時30分
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

育児相談・栄養相談
身体計測・保健師相談・栄養士相談
12月18日（金） 午前9時30分～11時
町保健センター健康相談室
町保健センター　@49－8008

子育て相談コーナー
子育てに関すること、いじめ、虐待など
月～金　午前9時～午後5時
町保健福祉課　@49－8003

障害者相談（身体・知的・精神）
毎月第3火曜日　午前9時30分～11時30分
町役場1階保健福祉課
町保健福祉課　@49－8003

心理判定員によるこども相談（要予約）
子育てや子どもの発達に関する相談など
12月14日（月）
午前9時～正午　午後1時30分～4時30分
町保健センター診察室
町保健センター　@49－8008

臨床心理士によるこころの相談（要予約）
ストレスや対人関係の悩みなど
12月3日（木） 午前9時～正午
町保健センター診察室
町保健センター　@49－8008

子ども教育相談
月～金　午前8時30分～午後5時
少年育成センター
少年育成センター　@49－4001

言語聴覚士によることばの相談（要予約）
12月10日（木）・17日（木） 午前9時～正午
町保健センター診察室
町保健センター　@49－8008
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一般相談（要予約）
家庭不和、離婚、財産問題、老人福祉、
母子・父子福祉問題、その他日常生活の
あらゆる問題
毎週火曜日 午前9時～正午
町福祉センター相談室
町社会福祉協議会　@49－0287

身体障害者相談（要予約）
第3金曜日　午後1時30分～3時
町福祉センター相談室
町社会福祉協議会　@49－0287
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問

日

場

問

介護相談・ボランティア相談
月～金　午前9時～午後5時
町社福祉協議会
町社会福祉協議会　@49－0287

電話相談
福祉を中心としたあらゆる相談
月～金　午前9時～午後5時
町社会福祉協議会　@49－0287

交通相談
毎月第4金曜日 午前9時～午後3時
うたづ安全安心ステーション
町住民生活課　@49－8000
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●年末年始のゴミ収集（→13P）
年末は12月29日∏まで。年始は1月4日∑から。
・28日∑は、月･木の地域、29日∏は、火･金の地域の
収集。
・燃えるごみは、1月4日∑･5日∏は、午前7時30分から
収集。
・燃えないごみは、1月6日πは、午前8時30分から収集。
・町役場での資源ごみの収集は、12月26日ºは行い、
1月2日ºはありません。

●し尿の収集（→13P）
年末は12月28日∑まで。年始は、1月4日∑から。
・年末の汲み取りの申し込みは12月15日∏まで。

●祝日の可燃ごみの収集（→13P）
12月23日（水･祝）に可燃ごみ回収。
（8時30分までに可燃ごみを出して下さい。）
※角山環境センターでも、祝日の可燃ごみの受入れ。
（午後2時～4時、年末は30日まで受入れ。）
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広報うたづは、町役場1階窓口・町保健センター窓口・ユープラザうたづ・宇多津郵便局・サポートセンターなどにありますので、自由にお取りください。

〈住民生活課〉
ごみ・し尿係 @49－8000
戸籍・住民票係・年金 @49－8002
jyumin@town.utazu.kagawa.jp

〈保健福祉課〉
国民健康保険・長寿医療・介護保険

@49－8001
福祉・保育所 @49－8003
jyumin@town.utazu.kagawa.jp

〈保健センター〉 @49－8008
hoken-c@town.utazu.kagawa.jp

〈税務課〉 @49－8004
zeimu@town.utazu.kagawa.jp

〈出納室〉 @49－8005

〈教育委員会〉 @49－8007
kyouiku@town.utazu.kagawa.jp

〈水道課〉 上水 @49－8010
下水 @49－8011

suidou@town.utazu.kagawa.jp
〈建設課〉
土木・建築・町営住宅 @49－8012
kensetsu@town.utazu.kagawa.jp

〈政策調整室〉 @49－8600
suidou@town.utazu.kagawa.jp

〈産業振興課〉 @49－8009
kensetsu@town.utazu.kagawa.jp

〈総務課〉 @49－8013
soumu@town.utazu.kagawa.jp

〈議会事務局〉 @49－8014
gikai@town.utazu.kagawa.jp

〈地域包括支援センター〉 @49－8740

http://www.town.utazu.kagawa.jp

人口の動き（11／1現在）●人　口　…18,191（＋17人）（男）8,939人（＋13人）（女）9,252人（＋4人）●世帯数　7,992世帯

各課連絡先電話番号・メールアドレス

宇多津町ホームページアドレス

う～みん･ゆ～みんの「うたづ情報ナビ」
携帯電話サイトQRコード

www.u-min-machinavi.com/
kurashi/makeid/

キーワード　u415

子育て証明書の取得コーナー

utazu376001@om.df-solas.jp
・子育て支援情報
・行政アラカルト情報
・防災情報など

子育て･生活情報配信「くらしナビ」登録コーナー

www.u-min-machinavi.com/
●まちナビ

●恋S ナビ

●くらしナビ

トップページ

青背の魚をしっかり食べよう！
～瀬戸内海には、おいしいお魚がたくさんいます。最近では、引田鰤やオリ
ーブハマチなど香川のブランド魚も誕生しています。
特に、青背の魚にはＤＨＡ〔ドコサヘキサエン酸〕やＥＰＡ〔エイコサペ
ンタエン酸〕というＬＤＬ（悪玉）コレステロールを減らし、脳を活性化す
る作用や血液をきれいにして、動脈硬化や血栓を予防する働きがある不飽和
脂肪酸が多く含まれています。～

お酢を使って、さっぱりと。

アジのソテー マリネ風
お魚のおいしい季節です。魚料理といえば、「焼く」か
「煮る」か、時おり「揚げる」ということが多くないで
しょうか。今回は、フライパンで焼き、お酢を使って
さっぱりとマリネ風にしています。お魚の苦手な方も、
お野菜と一緒においしくいただけると思います。

【材料】（4人分）

アジ…………4尾
（360ｇ）

塩……………少々
こしょう……少々
小麦粉………適量
オリーブ油…大さじ1

マリネ液
・トマト……………小2個

（200ｇ）
・玉ねぎ……………100ｇ
・きゅうり…………100ｇ
・ù　酢……………大さじ4

白ワイン……大さじ2
オリーブ油…大さじ1
塩……………小さじ1/3
こしょう……少々

【作り方】
①マリネ液を作る。トマトは5㎜厚さの輪切
りに、玉ねぎは繊維を断つようにして薄く
切る。きゅうりは皮をしま目にむいて5㎜
厚さの小口切りにする。ùを混ぜ合わせ、
野菜をあえる。
②アジはぜいごを除いて3枚におろし、皮目
に1㎝幅の切り目を入れて半分ずつに切る。
塩、こしょう、小麦粉をまぶす。
③フライパンにオリーブ油を熱し、②のアジ
を入れて両面をこんがりと焼く。熱いうち
に①に入れて混ぜ、冷めるまでおいて味を
なじませる。


